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危険学プロジェクト 
雲仙普賢岳噴火被災地・島原大変肥後迷惑見学印象記 

 

危険学プロジェクト代表 

㈱畑村創造工学研究所代表 

 畑村洋太郎 

 

見学日 ： 2014 年 10 月 30 日～31 日  

見学場所 ：雲仙・普賢岳噴火災害，島原大変・肥後迷惑 

見学者  ： 畑村洋太郎（危険学プロジェクト代表，工学院大学教授 東京大学名誉教授） 

  手塚則雄（株式会社畑村創造工学研究所 危険学プロジェクト研究統括） 

          他 計 10 名 

案内 ： 国土交通省 九州地方整備局 雲仙復興事務所 所長 

 がまだすドーム雲仙岳災害記念館 館長 

 島原半島ジオパーク協議会 事務局次長 

 熊本県文化財保護指導委員 

 熊本県土木部 

記録 ： 2014 年 11 月 5 日(水) 

 

【見学の動機】  

2012 年 2 月に国土交通省水管理・国土保全局砂防部長に 2011 年 9 月の紀伊半島豪雨災害に

ついて説明をして戴いた．豪雨災害だけでなく，噴火や砂防についても学ぶ必要を感じ，詳しい

方を紹介して戴きたいとお願いしたところ，政策研究大学院大学特任教授をご紹介戴き，2012

年 10 月 6 日（土）に危険学プロジェクト全体集会にて「火山災害と危機管理」という演題で講

演をして戴いた．その講演の中に雲仙普賢岳の話があり，危険学プロジェクトとして雲仙普賢岳

の噴火による災害及び現在の復興の状況を見学したいと考えるようになった． 

2014 年 3 月に行った「危険学プロジェクト 2013 年度末報告会」に出席して下さった政策研

究大学院大学特任教授に雲仙普賢岳見学の希望をお話ししたところ，国交省の関係者の方に見学

を依頼してくださり，今回の見学が実現したものである． 

また，見学を手配して下さった雲仙復興事務所長に雲仙普賢岳の噴火災害だけでなく，「島原

大変・肥後迷惑」関連の見学もしたいという希望を伝えたところ，島原側だけでなく，熊本県側

の見学もできることになった． 

 

【行程】（図 1，2） 
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【見学

１．眉

 眉

山とい

れた面

にあ

地震の

斜面が

学で見たこと

眉山崩壊 

山（まゆやま

いう意味で，

面がまるで屏

る普賢岳の一

の荒砥沢の崩

が垂直な面で

と】 

ま）とは変な

かつては

屏風を立てた

一部が見えな

崩れと同じよ

で崩れ，崩れ

な名前だなと

「前山（まえ

たように見え

ない．崩れた

ように見える

れたものが水
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と思っていた

えやま）」と

える（図 3）

た面は，紀伊

る．土質力学

水平方向に滑

た．島原市内

呼ばれていた

．町中からは

半島の十津川

学が教える“

滑り出てくる

から見たとき

たようである

はこの屏風に

川で見た深層

せん断面”そ

るという崩れ

き，雲仙の前

る．島原から

に遮られ，そ

層崩壊や岩手

そのものであ

れ方をしてい

 

前に見える

ら見ると崩

その後ろ側

手宮城内陸

ある．山の

る．  

 



 

崩れ

八ッ場

ある．

約 3 億

２．普

 普賢

まず

出し

になっ

る火

いため

特に

人が亡

害を受

見学

 

れた土砂の量

場ダムの貯水

．海の中に流

億 m3は立山

膨大な

んど実感

さえわか

「100m×

の土砂だ

普賢岳火砕流

賢岳の火砕流

ず火砕流の発

口または湧き

って溶けたマ

山性ガスと共

め溶岩ドーム

に 1991 年 6

亡くなった．

受けた大野木

した（図 4，

量は津波の大

水量が 1 億 m

流れ込んだ土

山の鳶崩れで

な量の土砂を

感が湧かない

かっていない

×100m×10

だ」と言っても

流跡 

流については

発生メカニズ

き出し口とい

マグマがその

共に火口から

ムが形成され

6 月 3 日には

火砕流の通

木場（おおの

5，6）． 

大きさ，その

m3だが，そ

土石の内大き

で富山に流れ

“東京ドー

．100 万 m

いのではない

00mの升が 1

も良いし，「10

は，多くの人

ズムだが，火

いうべきもの

の通り道を通

ら爆発的に流

れ，その溶岩

は大規模な火

通過した地域

のこば）小学
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他のシミュ

の 3 倍近く

きなものが今

れ出た土砂量

ム何杯分”

m3をドーム

いだろうか．

100個並ぶ」

0km×10km

 

人たちが報道

火山の縦断面

のである．そ

通って上昇す

流れ下るのが

岩ドームの一

火砕流が発生

域の住民は既

学校およびそ

レーションか

の土砂が移動

今でも“流れ

量に匹敵する

と表現するこ

1 杯と勘定

 1 億 m3 表

と言っても

m×厚さ 1m

道の動画に強

面にマグマの

して地殻の動

する．上昇した

が火砕流であ

一部が崩壊し

生し，「定点」

既に避難して

その隣にある

から約 3億m

動したという

山”という形

．  

ことがよくあ

しているよう

表わすのに良

良いし，「1k

分に相当す

強い印象を受

通り道があ

動きでエネル

た高温のマグ

ある．普賢岳で

して火砕流が

と呼ばれる

おり無事だっ

大野木場監視

m3と考えら

うのだから凄

形で残ってい

あるが，これ

うであるが，

良い表現方

km×1km×高

する」と言って

受けた． 

り，火口はそ

ルギーが溜ま

グマがその中

ではマグマの

が繰り返し発

場所にいた

った．この火

視所（砂防未

れている．

凄いもので

いる．この

れではほと

皆その事

法がある．

高さ 100m

ても良い． 

それの吹き

まって高温

中に含まれ

の粘性が高

生した． 

40 人もの

火砕流の被

未来館）を

 



 

 

その

は普賢

100 人

彼

があ

いう

その

らしか

したの

ておか

の後，定点に

賢岳の溶岩

人を超えるマ

らはなぜ逃げ

り，火砕流が

ことが分かっ

ように考える

かものを見て

のだろうかと

かなければな

に行って，火

ドームが真正

マスコミ関係

げなかったの

がその谷を越

った．この安

るのは不思議

ていないので

と悔やまれる

ならない． 

火砕流が噴き

正面に見える

係者が陣取っ

のかという疑

越えてまっす

安全と考えた

議なことでは

で，正しい知

るが，我々の
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き出した場所

る絶好の撮影

っていたそう

疑問があった

すぐ定点の方

ところに落

はない．しか

知見を持って

多くの判断

所と流れた方

影ポイントで

うだ（図 8）．

たが，それは

に流れてくる

とし穴があっ

かし，間違い

ている人から

がこのような

方向の説明を受

である．その

 

は定点の前に

るとは考えら

った訳だが，

である．自分

見れば，なぜ

な間違いを犯

 

受けた（図

のため，ここ

に 140m 位の

られなかった

谷の深さを

分たちの普段

ぜそんなぬる

犯しているこ

 

7）． 定点

こには常時

の深さの谷

たからだと

考えれば，

段の経験か

るい判断を

ことを知っ



 

噴火

ようだ

なって

ろ，今

ていた

堤した

思った

うに

る． 

火に伴い，土

だった．ただ

ていた．霞堤

今は水が脇に

た．こうなる

たりすること

たが，ここに

も変えられ，

土石流が頻繁

だし，山の上

堤を構成する

に流れ出ない

ると水量が一

とになる．信

には霞堤が作

一度災害が

繁に起こった

上部の方では

る一つずつの

いように堤防

一定以上にな

信玄堤を見学

作られていた

が起こると勝

6 

たそうだ．現

はまだ工事中

の堤防は離れ

防同士が繋が

なると，堤防

学したときに

た．人とかか

勝手にその場

現在は導流堤

である．導流

れているのが

がれてしまい

防としての役割

は甲府はこれ

わりのある堤

での改変を行

ができ，工事

流堤は信玄堤

大事だが，甲

，結局は霞堤

割が果たせず

れをどう考え

堤防は住民の

行っていたこ

 

事が大部終わ

堤と同じ構造

甲府に見に行

堤でなくなっ

ず，水が越流

えているのだ

の意向の変化

ことを悔やむ

 

わっている

造の霞堤に

行ったとこ

ってしまっ

流したり破

だろうかと

化でどのよ

むことにな



 

 

３．

 島原

見る

は歴史

住んで

ると，

の所に

起こっ

は考

を検討

か． 

 

４．同

 火砕

は亡

なグル

であ

など

入り，

蔭で

いう話

山裾まで街が

原の町は雲仙

と，よく山裾

史も知ってい

でいる．危険

，前兆のどの

に戻るかも考

っても実害が

えないのが普

討・計画し，

同じ遺族とい

砕流に巻き込

くなった人全

ループに分け

る．定点に陣

していたため

，巻き添えを

自分たちの肉

話を聞いた．

が 

仙岳のふもと

裾まで住み登

いる，そして

険をどこまで

の段階で避難

考えているだ

がないように

普通である．

ある程度準

いっても 

込まれ 40 人

全部を犠牲者

けられるとの

陣取ったマス

めに，地元住

を食らったの

肉親が巻き添

 

とに広がった

登って街が広

て火山の怖さ

で自覚して住

難するのかに

だろうか．た

に防備するこ

しかし今回

準備などをし

人近くが亡く

者として一緒

のことである

コミの一部

住民の家の防

のである．そ

添えで死んだ
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た町である

広がったもの

さも土石流そ

住んでいるの

については考

たぶんそうい

ことは当然考

回東日本大震

ておかなけれ

なった定点

緒に考えるが

る．マスコミ

が避難して無

防犯のため，や

そのような事

だという感覚

（図 9）．眉山

のだと考えて

その他の怖さ

のだろうか．仮

考えられてい

いうことは考

考えるが，起こ

震災で学んだ

ればいけない

および農業研

が，現地で聞

ミ，学者，消

無人になった

やむなく消防

事情のため，遺

覚を持ってお

山の近くの高

しまう．ここ

も知ってい

仮に災害の前

るかもしれ

えていないだ

こってしまっ

ことは，避難

いということ

研修所跡地な

いてみると，

防団，警官，

た家に侵入し

防団や警官な

遺族はマスコ

おり，今でも合

高見に上がっ

こに住んでい

る．それでい

前兆が感じら

ない．しかし

だろう．どん

った後どうな

難後いつ戻る

となのではな

などを見た．

，亡くなった

，タクシー運

して電気を勝

などがこの危

コミなどの外

合同慰霊がで

って上から

いる人たち

 

いてここに

られたとす

し，いつ元

んな災害が

なるかまで

るのかまで

ないだろう

外部から

た人も色々

運転手など

勝手に取る

危険区域に

外部者のお

できないと



 

ど

きた

入者

され

ンパー

10）．

ず，草

ざる

 

５．関

 定点

置され

跡地の

リアル

笹子

るのだ

一方

は火砕

まじい

なお

映され

が加わ

あの

うこ

っく

ちらにも属

タクシーの運

の片割れと見

たタクシー

ーが付近の草

これらを集

草生していた

を得ない現実

関連品の保存

点にあった

れていたが，

の建物の中に

ルに見せよ

トンネルの事

だなと思った

方，後で見た

砕流に巻き込

いものであっ

お，記念館で

れていたが，

わってもビデ

ような音と画

とは起こらな

りした． 

さないのが，

運転手であ

見えるので

のエンジンや

草むらの中

集めて保存・

た．遺品と言

実がある． 

存・展示 

タクシーの部

，地元の小型

に保存展示さ

うという工夫

事故でも火災

た． 

た災害記念館

込まれた報道

った． 

では火砕流で

音声まで入

デオの巻き取

画像が出るの

ないだろう．

，報道陣な

る．地元か

あろう．火砕

やフロントグ

に放置されて

展示するこ

言っても扱い

部品は草む

型消防車は農

されていた

夫だと思われ

災車両の防錆

館に展示され

道陣の撮影機

で亡くなった

入っており驚

取りの中心部

のだというこ

古い記録の

8 

どを連れて

ら見ると侵

砕流で破壊

グリルのバ

ていた（図

とは行われ

いを区別せ

らの中に放

農業研修所

（図 11，12）

れるが，少々

錆等，保存に

れていたジー

機材等がその

た記者がその

驚いた．昔の

部はまだ生き

ことであった

方式のビデオ

．消防車は被

わざとらしい

については苦

ープはほぼ原

のまま展示さ

の直前まで撮

ビデオはテ

きている部分

た．現在のデジ

オだとこんな

被災したとき

い茶色の防錆

慮すると聞

形のままであ

されていたが

影していた

ープで巻き取

分があったの

ジタル化した

なことができ

きの状況をで

錆塗装が行わ

くが，同じこ

あった．この

が，熱風による

ビデオが修復

取られていた

ので，それを再

たメモリーで

きるのだとい

できるだけ

われていた．

ことが起こ

の記念館に

る損傷が凄

復され，放

たので，熱

再生すると

ではこうい

いうのでび

 



 

６．土

 土石

ーム内

実物の

し，そ

のが持

かし，

行動

この

土石流に埋も

石流被災家屋

内のものは

の持つ訴求力

それを見れば

持つ訴求力と

，直接人間の

しなければい

ように直接感

もれた民家 

屋保全公園で

1 階の軒まで

力を感じた．

ば実感を持て

とは全く違う

の感性に訴え

いけないかを

感性に訴える

では，土石流

で埋もれた 3

我々は災害

てると考えて

う．確かに知

えるというこ

を直接に訴え

る力を持つ実

9 

 

流に埋もれた

3 棟が展示さ

害を何かで伝

てしまうが，

知識を得るた

ことはない．

えるのは実物

実物をもっと

た民家が屋外

されていたが

伝えようとす

これは大い

ためには報告

災害がどの

物である遺構

と大事にしな

とドーム内に

が，非常に立

ると，報告書

なる勘違いだ

書や写真は必

のようなもの

構であり，遺品

ないといけな

 

に保存されて

立派であった

書にまとめ写

だと思う．実

必要なもので

ので，それを

品であり，遺

ないと思って

 

ていた．ド

た（図 13）．

写真を掲載

実物そのも

である．し

どう考え，

遺物である．

いる． 



 

 私

に働き

災害や

とあち

良い

 

７．ジ

 自然

いもの

う．2

して，

島原半

とい

認定

雲仙

夫が実

の考

の津波

日本大

の紹介

ではな

関す

 

はこのような

きかけたが，

や事故の実物

ちらこちらに

と思う． 

ジオパークが

然の現象を人

のである．自

2008 年に北

，有珠山のあ

半島地域と共

う知らせが来

されている．

仙岳災害記念

実行されてい

えや全体像の

波だけではな

大震災の津波

介などがここ

ないかと思っ

る資料を見ら

な考え方で

このような

物展示が行わ

に保存されて

が広がってい

人間が感じ取

自然の恵みや

北海道大学の

あちらこちら

共に，世界ジ

来て，岡田先

 

念館にはジオ

いた（図 14）

の把握ができ

なく，日本中

波，18 世紀

こでも行われ

った．雲仙の

られるように

日本航空に御

な事故品に対

われるように

ていると思う

いる 

取る場所をき

や災害もすべ

の岡田弘先生

らを一緒に歩

ジオパークへ

先生が大いに

オパークとな

）．一つここ

きるようにし

中の他の津波

紀の八重山地

れていると，

の噴火や土砂

にしないのは

10

御巣鷹山墜落

対する考え方

になってきた

うから，音入

きちんと提供

べて含めて自然

生に有珠山を案

歩いてくれた

への国内候補

に喜ばれた．

なった島原半

こでやって欲

してほしいと

波襲来地が紹

地震に伴う明和

他の津波と

砂災害，山崩

はもったいな

落事故の原因

方が世の中に

た．土石流の流

りの動画の展

供しようとす

然と共生する

案内して戴い

た．この時，

補地として決

これら 3 地

半島の地形や

欲しいと思っ

ということで

紹介されてい

和の大津波の

の関連や比

崩れの話の他

ないという気

因となった隔

少しずつ広が

流れてきた場

展示がここで

するジオパー

ることを目指

いたことがあ

洞爺湖有珠

決定した（20

域は 2009 年

や地層を観察

たことがある

である．例えば

ると良いと

の話，それに

較ができて，

に，対岸の

気がした． 

隔壁の展示を

がり，あちら

場所の映像や

でももっと行

ークの考えは

指しているも

ある．先生は

珠山地域が糸

008 年１0 月

年に世界ジオ

察するための

る．それはジ

ば津波であっ

思った．たと

に伴う石垣島

，とても参考

“肥後迷惑”

をするよう

らこちらで

や音はきっ

行われると

は素晴らし

ものだと思

は自ら案内

魚川地域，

月 20 日 ）

オパークに

の様々な工

ジオパーク

ったらここ

とえば，東

島の津波石

考になるの

”の津波に

 



 

８．無

 普賢

学に来

いたが

無線で

がオペ

削り面

現在

対す

 

無人化施工に

賢岳で砂防の

来たことがあ

が，現在は完

で操作されて

ペレーション

面を見ながら

在は完全に実

る手当を加算

について 

の無人化施工

あるが，その

完全に実用化

ている．遠隔

ンルームに送

ら運転すると

実用化されて

算せず，通常

工が行われて

のときは無人

化されている

隔操作されて

送られ，オペ

という完成さ

ているので，

常と全く同じ

11

ている場所を

人化施工を始

る．ブルドー

いるカメラ

ペレータは画面

された技術で

オペレータ

じ単価で見積

 

 

 

を見た（図 1

始めたばかり

ザもパワーシ

で撮られた映

面に映像に重

で工事が行わ

の人件費は

積もるのだと

5，16，17）

で，まだ試行

ショベルもダ

映像や絶対位

重ね合せて表

われていた（

，危険な場所

という話を聞

）．20 年前に

行錯誤しなが

ダンプトラッ

位置などの観

表示された目

（図 18，19）

所での無線操

聞いた．  

 

にも一度見

がら行って

ックも全部

観測データ

目標とする

． 

操縦技術に
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【見学で考えたこと】 

 今回の見学を通じて考えたことを以下に述べる． 

 

１．大津波と記憶 

 この 300 年程の間に数多くの大津波が日本を襲った．主なものを記すと次の通りである． 

1771 年 明和の大津波（八重山列島を襲った．） 死者 9000 人 

1796 年 島原大変肥後迷惑（山体崩壊と津波） 死者 15000 人 

1896 年 明治三陸大津波  死者 22000 人  知っている人が多い． 

2011 年 東日本大震災 死者 19000 人  皆，知っている． 

津波というとこれしか考えない． 

 これを見ると，100 年に一度以上のペースで犠牲者が 15000～20000 人の津波が来ている．現

在は東日本大震災が起こった直後なので印象が強烈だが，急速にその記憶も薄れていくというこ

とを知った上でものごとを考えなければいけない．この危険の共有が必須である． 

 このような大きな津波があると津波にやられないようにしようと考え，すぐに防潮堤を作ろう

とする．そしてその防潮堤の高さはそのとき経験した高さを上回る高さにしようとする．しかし

ここに大きな落とし穴がある．防潮堤の内側で人が生活をしていると，海を見ない生活をするこ

とになる．それと同時に海の恐ろしさ，津波の恐ろしさを忘れることになる． 

また，今までに経験した津波には山が崩れて起きる津波，海溝型地震で起こる津波，チリなど

の遠隔地で起こった地震が波及してくる津波などがあるが，これらだけが津波の種類だと考えて

しまう考え方が非常に危ない． 

さらに津波の危険の記憶が時間と共に薄れていく．1 世代を 30 年と考えると，100 年は約 3

世代であるが，100 年も経つうちにほぼこの記憶が消えてしまうということである．石垣島を襲

ったものも肥後を襲ったものも今日本中が全く忘れている．津波の記憶が消えていくことを我々

はよく自覚しないといけない． 

 結局，人間は時間でも距離でも空間でも，近いところのことしか頭にない．皆の頭の中に昔の

災害をたたき込み，必要な理解と感覚と準備とを 1 人ずつの中に沁み込ませるのにはどうした

らいいのだろうか．災害発生からの時間が経てば，災害を考えるために必要な視点も失われる．

時間軸を遡ることによってそのような視点を取戻すことが必要である．さらに，どの程度時間が

経つと記憶がどの程度薄れるかを忘却曲線によって予測し，一定期間ごとに災害の記憶を新たに

する活動を行うなど，新たな仕組みが必要だと思われる．いずれにせよ，一番の基本は知識とし

ての伝承である．そのためには，まずは子供の頃に知識をきちんと頭の中に入れるのが良い．具

体的な方法として，一つは国語の題材として津波，地震，火災などの災害を取り入れるのがよい．

もう一つは，運動会などで避難路を通る種目を採用するなど，催しに取り入れることが大事なの

ではないかと思う． 

 

２．肥後迷惑の遺跡がない 

 島原を見た後，熊本県文化財保護指導委員の方に肥後の津波襲来地の案内をしてもらい，いく

つかの石碑を見た（図 20～26）．しかし，島原のジオパークのようにシステマティックにこの災

害（肥後の場合は津波）を伝達しようという積極的な意思は感じられない．住民は全く無防備な

状態のままで，次の崩壊または噴火による津波が起これば 200 年前のことを繰り返すに違いな

日本中全く忘れている．



 

い．そ

これ

るこ

を埋め

 

そしてそのと

れを繰り返

とが必要なの

め込むことが

ときに伝達し

していて良い

のではないだ

が最も大事な

していなかっ

いのだろうか

だろうか．前

なのではない

14

ったことを反

か？ここの地

前にも言った

いかという気

 

 

 

反省するのだ

地域は地域な

た忘却曲線を

気がする．

だろう． 

なりに自分達

元にし，小学

達で自覚し工

学校の教育の

 

 

工夫し始め

の中にこれ
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３．津

 島原

または

から下

泊ま

もり

に木が

ていな

な岩に

島原

1 ヶ所

割れ

出かけ

＊ 

 

４．津

 「津

のか，

とやん

高とい

津波が

来た

使って

 

津波石と流れ

原では津波石

は土塊である

下るもの，山

まった宿から

していること

が生え，その

ないからどん

になっていて

原を案内して

所だけで，あ

る岩がないの

けて行ってど

雲仙復興事

 

津波高さのこ

津波の高さ」

，遡上した高

んわりと水が

いうのであれ

が到達したか

ということは

ても，この遡

れ山 

石は見なかっ

る．津波石は

山に駆け上る

らも防波堤の

とである．石

の根が津波石

んな構造にな

てそこに根が

てくれた雲仙

あとはどこに

ので津波石に

どんな岩なの

事務所長が後

ことばに区別

という表現

高さなのか，

がせり上がっ

れば，水平方

か，というこ

はわかるが，

遡上高さなの

ったが，流れ

は海底から転

るもの，どち

の向こうに流

石垣島の津波

石の中に食い

なっているの

が張れるので

仙復興事務所

にもないとい

にならないの

のか見てみた

後日津波石の

別を 

現で津波の高

そのどれを

ってきてこの

方向に勢いの

ことを石碑で

どのような

のか浸水した

16

れ山がいくつ

転がりながら

ちらも津波や

流れ山が見え

波石も同じで

い込んでいた

のかわからな

であろう．

所長の話では

いうことであ

のだろうと思

たい． 

の写真を送っ

高さを表現し

を指すのかが

の高さになっ

のある水が川

で伝えていた

な水が来たの

た高さなのか

つもあった．流

ら海岸や陸（

や土砂崩壊の

えた．流れ山の

であった．石垣

た．島原での流

ない．たぶん流

は，島原には津

った．たぶん

思う．須川港

てくれた（付

しているが，波

わからない

ったというこ

川や谷間など

たり，津波石

のかわからな

かがわるよう

流れ山は山か

おか）に登っ

の移動の力の

の特徴は大き

垣島の津波石

流れ山は上に

流れ山の上部

津波石は南島

ん海底に津波

港近くに 1 ヶ

付図）ので，こ

波の高さなの

．浸水高や波

ことをイメー

を遡ってく

があったりす

い．同じ津波

な言葉使い

から海にずり

ってきた石で

の強さを示し

きな島の上に

石は流れ着い

に木があるが

部は土または

島原市の須川

波が来たとき

ヶ所あるのな

ここに掲載し

 

のか，浸水し

波高という言

ージする．しか

ると考える．

すると，そこ

波の高さとい

いが欲しい．

り落ちた岩

である．山

ている． 

に木がこん

いた岩の上

が，近づい

はデコボコ

川港付近の

きに剥離し

なら，是非

しておく．

した高さな

言葉を使う

かし，遡上

．どこまで

こまで水が

いう言葉を
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５．メカニズムを考えよう 

 今回の「島原大変肥後迷惑」では 2 つのメカニズムを考えなければいけないということを考

えた． 

(1) 山体崩壊のメカニズム 

まず，眉山の山体崩壊から考えよう．眉山崩壊のメカニズムとしては，山体が崩壊し，ずり落

ちた土砂や岩石が海になだれ込んだ．眉山の溶岩ドームができた所の元の地盤は滑りやすい岩屑

の塊のようなものでできている．そして地震などの刺激によってそれが崩壊すると，岩石の内部

の摩擦が小さくなり，全体として塊として滑り落ちたり，流体化して流れ落ちたりする．このよ

うなメカニズムで見ると，岩手宮城内陸地震の荒砥沢の崩れがそっくり同じである．稗田山で見

たのも同じである．まず下方向に崩れ落ちて，残りが壁になる．ずり落ちた岩石は水平方向に

300ｍ～500ｍ（岩手宮城内陸地震では約 300ｍ，稗田山では 500ｍ～1km）滑り，その後は土

石流となって動いている．ここでも 2km～3km 水平方向に移動している．崩落する高さが運動

エネルギーになるので，水平方向のすべり速度は相当な速度になる．200ｍも落ちれば 30m/s～

40m/s になり，水平方向の移動距離は 1km～3km になるのではないだろうか．頭の中に持つべ

きモデルとしては，上下の崩れで自然落下に近く，さらに運動エネルギーを持ったものが水平に

滑るというモデルで考えるべきなのだろうと思う． 

(2) 火砕流のメカニズム 

 次に火砕流のメカニズムについて考えてみる．マグマの先端はプラグ状になり流路をふさいで

いる．地下では 600℃～800℃の高温になっているが，大気に接しているマグマの先端部分から

冷えていく．ここの冷却がどうなるか考えてみる．大気との接触で熱が奪われていくので，表面

からの放熱は，温度伝導率を考えると，1 日約 30cm 進むだろうと考えられる．砂漠などで人間

が住む部分の周りを泥や土粘土で覆っていると割に中の温度が上がらないという事実を岩石の

熱伝導率と比熱から考えてみると，温度伝導率は 1 日約 30cm になるという計算を 20 年位前に

した覚えがあるので，それを使ってみた．さらに，熱伝導の 1 次元モデルで考えたとき，温度

の変化は厚さの 2 乗に比例するので，例えば 30m 先まで温度が伝わる時間は  

(30ｍ÷0.3m)2＝1002となり，10000 日，すなわち 30 年もかかることになる．要するにプラグ

の先端が固まって岩になるには，1 世代分の 30 年もかかることになる．このように人間から見

るとゆっくりとした時間経過で動いていくことを考えなければいけない． 

 蒸気爆発後の蒸気はプラグの拘束から解放され，たぶん断熱膨張になっている．断熱膨張では

外部から熱は加えられないが，膨張することによって自分で温度降下するので，急激に温度降下

が起こるはずである．さらに大気との混合で温度は降下する．溶岩ドームの崩壊の際の火砕流に

ついては，岩屑などの到達点からさらに約 200m 先まで火砕サージ（火山灰を含む熱風）が到

達するという話を雲仙復興事務所長から聞いた．この高温の熱風はそれほど遠くまで広がってい

ない．たぶん，断熱膨張が起こっている証拠なのではないかと思う．火砕流の先端ではインスタ

ントコーヒーや粉ミルクなどの乾燥，粉末化で使われる真空スプレードライヤーと同じ現象が起

こっているのではないかと考えた． 

 

６．自分の記憶 

 雲仙岳について知っていたことを見直してみた．普賢岳の火砕流の災害が起こった後，私はし

ばらくして現場を見に行った．しかし 20 年前に見たもののほとんど全てを忘れている．記憶に



 

残って

だ試作

で，無

立てで

一方

上流の

土石流

自分

れに関

わか

 

７．来

 今回

ってみ

き付い

いなか

にあっ

の淡水

この

画を見

に思っ

済ま

被害防

ネにな

県にイ

いう見

ているのは砂

作段階の無線

無線機の基盤

で懸命に様々

方，土石流を

の見えないと

流に流された

分のように災

関わる作業を

り愕然とした

来歴を知って

回の予定には

みて驚いた．

いていたので

かった．とこ

って全長 1k

水池，東側は

の干拓事業は

見直さず，一

っていた．し

して利用して

防止のために

なっている．

イチャモンを

見方もあると

砂防堰堤を作

線のダンプト

盤などもまだ

々なことを試

を防ぐための

ところで自衛

た家の跡を見

災害に関心が

をやらずにい

た． 

てからものを

は入っていな

ストンと順

で，以前持っ

ころが，行っ

km もないだ

は有明海にな

は戦後のお米

一度作った計

しかし行って

ていた．遅れ

にこの堰を作

しかし昔佐

をつけ，農業

と聞いた．諫

作るための無

トラックなど

だ試行錯誤だ

試していると

の砂防工事が

衛隊が鋼矢板

見た記憶があ

があるもので

いたりすると

を言おう 

なかったが，

順番に堰の止

ていたイメ

ってみてわか

だろう．潮受

なっていて，

米が欲しいと

計画をしゃに

てみると違う

れて（戦後に

作ったのであ

佐賀県がやっ

業をやるため

諫早水害と米

18

無線作業であ

どを懸命に使

だという説明

という状況で

至急必要な

板打ちを行っ

あるが，それ

でも，災害時

と，20 年も経

島原に行く

水板が落と

ージはズラ

かったのだが

受堤防は土手

いずれも波

ときに計画さ

むに実行し

う．昔（江戸

に）長崎県が

あるが，佐賀

ったことを遅

に漁業がダ

米増産の背景

ある．そこで

使っていた．

明があった．

であった．
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分の見方が非常に浅かったと反省した．やはり現地・現物・現人の 3 現が必須だということも

肝に銘じた．僕は時々この干拓事業にコメントを求められることがあるが，浅薄なコメントは絶

対するまいと思った． 

 

 

【お礼】 

 雲仙復興事務所の所長さんに非常に世話になった．知りたいと思ったことの全てに答えてくれ

た．また知りたくなりそうなことへの準備が完全に行われていた．全容とともに詳細も知ろうと

するときに，必要なところに全て連れて行ってもらえたと思っている．このような準備と 2 日

間にわたる案内のお蔭で「島原大変肥後迷惑」の見学だけではなく，広く防災・減災などに必要

になる考え方を学ぶことができた．非常に有難いと思っている． 

 次に，熊本で案内してくれた文化財保護指導員の方にお礼を言いたい．石碑の調査の結果，人々

が忘れている大事なことを浮かび上がらせてくれた．連れて行ってもらったところはほとんどが

地元でも忘れられているところばかりだった．この方の活動が世の中に伝わり，地域の人たちが

中身を共有できる日がいつか来ることを願っている． 

 熊本県で案内してくれた熊本県土木部の方たちにもお礼を言いたい．雲仙復興事務所の所長さ

んを通じて見学をお願いした際，“肥後迷惑”の災害そのものや現在の状況を知りたいので適当

な人を紹介して戴き，案内して戴きたいという身勝手なお願いをしたにもかかわらず，地域の水

害対策に多忙な中で，丁寧な手配と案内をして戴いたことに感謝している．  

 最後に，私たちはこの見学で得た知見を自分たちの頭の中に丁寧に入れるだけではなく，それ

らが世の中に広く伝わるよう，案内してくださった人たちと目的を共有して一緒に活動をしてい

きたいと思っている．ありがとうございました． 

 

 

  以上 

 


